臨床の知と暗黙知をくすぐる
東北文化学園大学 氏家靖浩

　本書は、自閉症スペクトラムと呼ばれる人々に関わっている者たちの臨床の知、暗黙知を、優しい言葉で、しかし、激しく揺さぶっていると感じました。本書の「方法論」と「主張(内容)」について、私の関わりから得たものを土台に、本音で意見を述べてみます。社会学によって見えてきたことと、社会学のゆえに見えなくなっているものを考えてみます。現代社会は自閉症を“隠す”チャンスではないか、という意見も紹介します。
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